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学校図書館における情報サービスの意義と重要性
























































































































































































































































































会の変化」。http : //warp.da.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/286184/www.mext.go.jp/b_menu/houdou/18/04/
―１７９―
06032701.htm,（参照２０１４－１２－０１）。
（１１）中央教育審議会第一次答申『２１世紀を展望した我が国の教育の在り方について』（１９９６年）。http : //
www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chuuou/toushin/960701.htm,（参照２０１４－１２－０１）。また、坂田仰・河
内祥子編著『教育改革の動向と学校図書館』（八千代出版、２０１２年）「第１２章 生涯学習社会の中の学
校図書館」では、「『［生きる力］という生涯学習の基礎的な資質の育成を重視する』ことが、生涯学習
社会における学校教育の在り方の基本とされていることを忘れてはならない」と指摘している（小桐
間徳執筆）。
（１２）齋藤泰則『利用者志向のレファレンスサービス―その原理と方法―』（勉誠出版、２００９年）参照。なお、
最近では電話や Eメールによる問い合わせも増えているが、ここでは利用者が直接図書館に来館して、
その利用者に対して図書館員がレファレンスインタビューを行うことを想定している。
（１３）近年では地域社会への開放や連携という動きから父兄や地域住民の利用も考えられるが、ここでは利
用者を児童・生徒と教員に限定して考察する。
（１４）前掲の「これからの学校図書館担当職員に求められる役割・職務及びその資質能力の向上方策等につ
いて（報告）」では、学校図書館担当職員という用語が使用されているが、ここでは従来から使われて
いる学校司書という言葉を用いる。
（１５）前掲小田光宏「レファレンスサービスの現代的課題―図書館員に必要な能力としての認識―」。
（１６）利用指導という用語については、堀川照代「学校図書館利用指導の現状と課題」（『島根女子短期大学
紀要』３０、１９９２年３月）参照。
（１７）日本図書館協会図書館利用教育委員会編『情報リテラシー教育の実践―すべての図書館で利用教育を
―』（JLA図書館実践シリーズ１４、日本図書館協会、２０１０年）「２章 情報リテラシー教育をめぐる理
論―『指導サービス』実践に向けた基盤として―」（野末俊比古執筆）。
（１８）三輪眞木子『情報検索のスキル―未知の問題をどう解くか―』（中公新書、２００３年）１７６頁。
（１９）注（１８）前掲書同前頁。
（２０）堀川照代「学校図書館を活用した教育／学習の意義」（『明治大学図書館情報学研究会紀要』３、２０１２
年）。
（２１）前掲堀川照代「学校図書館を活用した教育／学習の意義」による。
（２２）例えば前掲『新学校図書館通論』の「３．３．１ メディア活用能力の意義と目的」（天道佐津子執筆）で
は、「児童・生徒がメディアや情報を的確に選んで利用する能力、メディアによって学び、課題を解決
できる能力」と説明している。
（２３）前掲三輪眞木子『情報検索のスキル―未知の問題をどう解くか―』、塩見昇編著『教育を変える学校図
書館』（風間書房、２００６年）「第３章 期待と信頼を寄せる学校図書館―実践校にみる課題―」（森田英
嗣執筆）参照。
（２４）前掲堀川照代「学校図書館を活用した教育／学習の意義」。ここでは『今、求められる力を高める総合
的な学習の時間の展開（中学校編）』（２０１０年）第１編第２章「探求的な学習における学習指導」を参
照した。http : //www.mext.go.jp/a_menu/shotou/sougou/1300534.htm,（参照２０１４－１２－０１）。
（２５）『図書館による授業支援サービスの可能性―小中学校社会科での３つの実践研究―』（国際子ども図書
館調査研究シリーズ２、２０１２年）。ここでは、「学校図書館との連携による授業支援サービス―国際子
ども図書館の調査研究プロジェクト講演会から―」（『国立国会図書館月報』６２２〈２０１３年１月〉）を基
に記述した。
―１８０―
